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本日の講演内容

1. 会社紹介

2. 電動アシスト歩行器（RT.1、RT.2）

3. 実証研究(１)と成果の活用

4. 実証研究(２)と成果の活用

5. 海外展開



＜会社概要＞

社 名: RT.ワークス株式会社
代表者: 藤井 仁
資本金: 9000万円
設 立: 2014年6月2日
所在地: 大阪市東成区中道１-10-26

サクラ森ノ宮ビル11F
社員数: 10名

＜会社設立の趣意＞
超高齢社会に向けたヘルスケア事業として、ロボットエンジンをコアコンピタンスとする技術会社を設立。

＜事業領域＞
­メカトロニクス、センサー、ソフトウェアー技術を中心に，ヘルスケア分野での製品開発，技術提供
­製品販売だけでなく，アフターマーケット事業、ライセンスビジネス事業も展開

アシストカート・
ヘルスケア事業を
分離独立

１.会社紹介



ロボット介護機器(移動支援)開発と上市時期

2013 2014 2015 2016 2017 ～ 2023

開 発 販 売

開 発

上市
◆7月

上市
◆7月

販 売



（見て）

（考えて、動かす）

２.電動アシスト歩行器RT.1(シルバーカータイプ)

ロボット



ハンドル部のセンサーで
人の動きをセンシング

6軸モーションセンサーで
路面状況や人の動きをセンシング

通常の歩行器同様、簡単に折り
畳みが可能（幅は26cm）
重量も９ｋｇと超軽量

センシング情報をアシスト/ブレーキ
制御にリアルタイムにフィードバック

電源スイッチを入れるだけでOK
電源を切れ忘れた時でも自動的
に電源オフとなる安心機能

２.電動アシスト歩行器RT.２(歩行車タイプ)

ロボット

～安心と快適な歩行を思いのままに～

CPU

センサ

モータ



電動アシスト歩行器の機能(RT.1/RT.2共通)



8

導入実証事業
５４施設
９８台

採択

３.実証研究(１)と成果の活用

・RT.1による実証研究



• 産総研の全面協力のもと、実証研究による効果評価を実施

• 愛知医科大学との共同研究により実施

ロボット介護機器 導入実証事業
導入施設:54施設
導入台数:98台
実施期間:約3ヶ月間

仲介事業者 介護施設

検証チーム専門家集団

試験計画に関する支援

倫理審査

導入講習に関する支援

効果測定ツールの提供

効果測定に関する支援

製造事業者

実証研究の実施体制

・病院
・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・デイサービス
・訪問看護
など



目標指向介護による科学的検証

従来のシルバーカー（非電動）を使用していた時と比較して、
被験者の歩行にどのような効果が表れたかを定量的に把握するとともに、
メリット・デメリットを明らかにする。

評価開始
▼

評価終了
▼従来シルバーカー使用期間 電動アシストカート使用期間

①使用前
3日間

②2週間後
3日間

③4週間後
3日間

④8週間後
3日間

⑤12週間後
3日間

【測定期間】

【測定項目】
＜使用者データ＞ ＜機器データ＞
・使用者属性（氏名、年齢、性別、自立度） ・使用開始/終了時刻
・使用目的 ・GPS位置情報
・使用日時 ・加速度/角速度センサ
・出来事記録 など ・走行距離 など



定量的なデータ収集と分析

(B‘)機器が自動的に取得

(A)介護者がスマホで記録

(C)介護者がアンケート用紙に記録

データ取得 データ収集・保存 データ解析・まとめ 報告書

(B)データ収集装置(スマホ)の
SDカードに記録

・RTWソフト
（Android)

・RT.1の通信機能

・スマホをシルバーカー
に装着 サーバー
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効果(データ分析結果)とその活用

『活用事例集』を作成し、電動アシストの効果をアピール



被験者アンケートから改良へ活用〔製品開発段階〕

・疲れた時に座りたいが、屋外にベンチが無いことが多い。
・途中で休憩することによって、より遠くまで歩ける。

実証実験機 量産機

椅子を追加
（改良）

『外出先で休憩するための椅子が欲しい。』



上市後の商流構築へ活用〔製品導入段階〕

導入実証事業の検証チームのリレーションを活用

仲介事業者 介護施設

検 証 チ ー ム

製造事業者

RT.ワークス
（メーカー）

レンタル
卸業者

レンタル
事業者

利用者

販売
卸業者

販売店
介護施設
・病院等

上市後の商流



４.実証研究(２)と成果の活用

・RT.２による実証研究
ロボット介護機器開発・標準化事業「ロボット介護機器の科学的効果検証研究」
（AMED平成30年度）を医療法人社団大和会 大内病院様が実施。



要介護認定の状況
自立・
未認定

要支援
1・2

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

自験例
の割合 17.0% 14.9% 34.0% 12.8% 2.1% 12.8% 6.4%

電動アシスト歩行器の導入運用に関する検証 ー対象者ー

人数 51名
年齢 57歳～101歳（80.6±9.6歳）
女性 33名、男性 18名

0

5

10

15

20
年齢階級別対象者数

55- 60- 65- 70- 75- 80- 85- 90- 95- 100歳-
年齢

名

疾患別割合

廃用症候群
22.0%

骨・関節疾患
22.0%

脳血管疾患
20.0%

骨折
16.0%

パーキンソン病
10.0%

パーキンソン病
以外の神経疾患10.0%



※福祉用具貸与種目別にみた要介護（要支援）状態区分別件数の割合 歩行器（平成30年4月審査分）
平成29年度 介護給付費等実態調査の概況、厚生労働省、https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/kaigo/kyufu/17/dl/11.pdf

自立 要支援
1・2

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

要介護状態
区分別件数
の割合※

30.2% 22.4% 26.1% 13.5% 6.3% 1.6%

自験例
の割合 17.0% 14.9% 34.0% 12.8% 2.1% 12.8% 6.4%

対象者
の感覚

ADL高

ADL低

機器の
選択

電動アシスト歩行器
杖・歩行器

歩行車・シルバーカー
シニアカー

対象者Ｂ
専門職の指導・支援を
受けている方

対象者Ａ
専門職の支援を
受けていない方

フレイル
リスク高

外出
困難

フレイル
リスク低

歩行問題
少ない

筋力低下傾向
歩行に不安

疾患からの回復期
（一時的に歩行に
不安）

常時支援を
受けている

歩行器

電動アシスト
歩行器

※専門職:歩行を支援する専門職※専門職:歩行を
支援する専門職



対象者A:地域で生活している方
歩行について専門職の支援を受けていない方

期待される
効果

歩行車から電動アシスト歩行器への乗り換えも有効
歩行車から電動アシスト歩行器に乗り換えることで、
より⾧い距離を歩行可能となり心身機能の維持が期
待できる

⾧期的に使用することで、廃用性変化の進行を防止
できる可能性がある。

より⾧い距離を歩行することで、生活範囲の拡大・
社会参加の拡大が期待できる。社会的側面のQOL
向上（SF36スコア）

活用の方法

日常生活補助具として使用
普段は杖やシルバーカーを利用しているが、買い物
などで重い荷物を持って歩くときは電動アシスト歩
行器を利用

屋外（近隣、外出先）で使用し、活動量の増加、社
会参加の増加、自立度の向上を目指す

フレイル予備群の方には、郊外型の大型スーパー
マーケットの店舗に電動アシスト歩行器を準備し、
店内で買い物の荷物を運びながら歩いてもらうとい
う普及の方法も想定

対象者

行動範囲を広げるために使用
歩行器を使っているが、買い物など日常の行動範囲
を広げたい方

自宅や行動範囲に坂道などがあり、一般的な歩行車
では実用的な移動が困難な場合

買い物に行くお店が遠い方、重い荷物を運ぶ方
電動アシスト歩行器を用いて行きたい場所がある方

電動アシスト歩行器を用いて電車やバスに乗るのは多くの場合困難。
ただし、支援者がいる、バリアフリー化されているなどの条件が整え
ば、電動アシスト歩行器を使用して移動できる可能性がある。
最初から諦めず、したいこと、行きたい場所がある場合には、どうし
たら実現できるか検討してみましょう。

留意事項

身体機能
 支持物があれば一人で安全に
立ち座りができる方

 歩行器や歩行車を用いて歩行
できる方

 手動ブレーキや駐車ブレーキ
の操作ができる方
認知機能や支援体制
 道路の状況を認識して安全の
判断ができる方

 電源のオンオフやバッテリー
充電など、保守管理ができる
人、協力してくれる支援者が
いる方



凡例: ブレーキで制御されている箇所

自宅周辺に坂道の多い方。介護保険対象外。
普段は杖やシルバーカーを利用しているが、買い物などで重い荷物を持って歩く
ときは電動アシスト歩行器を利用。

坂道で電動アシスト歩行器でアシストを受けている状況が確認できる。

玄関での保管状態

畳んでコンパクトに保管
可能

坂道利用の様子
シルバーカーを同様に
玄関に置いた場合

下り坂道を
ブレーキで
制御

活用事例

１



• 散歩のコースに、川沿いの土手に向かう上り坂、下り坂が含まれる方（傾斜約 7 度）
• 途中に横断歩道の段差があり、歩行に留意が必要であるが、歩行可能であると判断
し、導入。

活用事例

２



[参考] 期待される効果の検証データ等

地域で電動アシスト歩行器を使用した事例

両下肢の筋量（InBody S10を用いて測定）

地域で3～6か月使用した結果、筋肉量が有意に改善した事例が
みとめられた。

n=7

5

10

15

20

25

使用前 3か月使用後

両
下

肢
の

筋
量

（
合

計
, k

g)

P<0.05

3～6か月の使用でRCSスコアの改善が顕著となり、社会的
側面のQOLに有意な改善がみられた。

35.71

48.20

使用前 使用後

PCS 24.26±11.98 26.91±12.50 p=0.463

MCS 59.37±5.48 60.79±6.56 p=0.600

RCS 35.71±11.12 48.20±6.76 P=0.028

n=7

使用前 3か月使用後

使用前 3か月使用後

役割/社会的サマリースコア

使用前 3か月使用後

身体的側面のQOLサマリースコア 精神的側面のQOLサマリースコア

役割/社会的側面のQOLサマリースコア
（SF-36スコアの変化）

Yamanaka T, Kidana K, Mizuki M, Matsui T. Effectiveness of Servo-Assistive Robotic Rollator (RT.2) Among Older Adults Living in the 
Community, Innovation in Aging, Volume 4, Issue Supplement_1, 2020, Page 193, https://doi.org/10.1093/geroni/igaa057.625

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/prdl/jsrd/norma/n337/n337002_01.html

国際生活機能分類（WHO, 2001）



対象者B：歩行について専門職の指導・支援を受けている方

（通院、又は医療機関等から在宅生活に復帰した方等）

対象者

下肢筋力が軽度～中等度低下し、移動支援機器を必要とする方
骨関節疾患（大腿骨頸部骨折など）のため歩行補助具を必要とする方
脳血管疾患のため軽度麻痺や失調症状を有する方
※適度なアシストやブレーキにより歩きやすくなる場合があります

疾患や外傷からの回復過程で歩行障害を有する方
閉じこもりの方、廃用症候群の方

その他の
活用の方法

期待される
効果

訓練ツールとして使用
自主訓練のため
介助者の支援を得ながら訓練
リハビリテーション専門職と一緒に訓練

病気や外傷により歩行が困難になった方に有効
歩くことで、身体機能維持につながる（FIMスコア等）
歩行機能が維持される（客観的バランススケール等）
骨格筋量等が維持・増加する（特に回復期の方）
生活の自立と社会参加が期待できる

留意事項

保管場所が必要
充電などのメンテナンスが必要
費用がかかる（購入、レンタル費用）
保守管理や使用するときに家族の支援が必要なときは手間がかかる
安全に注意する必要がある（転倒、交通事故、対人事故、器物の破損な
ど）

都市部では人混みで使用するのは困難な場合がある
電車やバスを利用するときには事業者、利用者など周囲の理解が必要
理解が得られないとトラブルになることがある。

医師や理学療法士、作業療法士等専門家からの指導に従うこと。

疾患があり病院や施設から在宅に復帰する方
パーキンソン病患者→突進現象を抑制するために有用
肺炎、呼吸不全、心不全などで入院し廃用性変化がある方
加齢性変化や疾患、外傷などにより下肢筋力が低下している方
変形性膝関節症や腰痛症を有する方
がん疾患患者

電動アシスト歩行器を使用するときに
注意する事項や最適な使用方法は一人
ひとり異なります。

↓
電動アシスト歩行器を使用するときは、
歩行を支援する専門職と相談して安全
で効果的に使用しましょう。



生活（ケアプラン）の目標設定例

ニーズ ⾧期目標 短期目標

以前の散歩コースを
散歩できるようにな
りたい

• 歩行補助具（電動アシスト
歩行器）を利用して以前の
散歩コースを散歩できる。

• 歩行補助具（電動アシスト
歩行器）を利用し自宅周辺
を散歩できる。

自分でスーパーへ
行って買い物をした
い

• スーパーへ行って買い物が
できる。

• 歩行補助具（電動アシスト
歩行器）を利用して自宅と
スーパーを往復できる。

• スーパーで買った商品を歩
行補助具で持ち帰ることが
できる。

趣味活動のグループ
に参加し社会との交
流を回復したい

• 近隣の趣味活動サークルに
参加し他者と交流できる。

• 歩行補助具（電動アシスト
歩行器）を利用して趣味活
動の会場まで行ける。

買い物や趣味活動に
支障がない程度に歩
行能力を向上させた
い

• 趣味活動の場やスーパーに
歩行補助具（電動アシスト
歩行器）を利用し自分で歩
いて行ける。

• 歩行補助具（電動アシスト
歩行器）を利用して自宅周
辺を散歩できる。



 筋肉量だけでなく、認知機能評価尺度（MMSE）、老年期うつ病評価
尺度（GDS）のスコア改善を認め、次はどこどこに行きたいと目標
を持ち、屋外の歩行もできるようになった。

 リハビリテーションを行っている方は、歩行を中心として何らかの
障害を有するが、良くなりたいという意欲のある方が多いので、電
動アシスト歩行器の良い適応になりやすい。また理学療法士などの
監視下でより安全に使用を開始できる面もある。

開始時 3か月後

MMSE(認知機能) 18 24

GDS（うつ状態） 8 6

InBodyによる筋肉量(Kg)
右脚 5.41 5.88

左脚 5.52 5.98

81歳 男性 パーキンソン病
障害高齢者の日常生活自立度 B1～2相当
トイレ移動以外はほぼベット上で生活していた。
訪問リハビリテーションの際に、電動アシスト歩行器による
歩行訓練を取り入れた。

電動アシスト歩行器開始時と3か月後の変化

効果検証例

自宅②







実証研究(２)で導入運用支援マニュアル案を作成

電動アシスト歩行器の導入運用支援マニュアル
https://oouchihp.net/wp/wp-content/uploads/2021/06/a664e063ffe53aa7dd73604fa852b119.pdf

・成果物

・ 配 布
・ H P 紹 介



マニュアル案の

『歩行補助具の選定について』を拡販に活用〔上市後〕

歩行補助具を選定するときは、①歩行能力、②身体機能、③生活上の目標、
④使用環境などを総合的に判断して、機種を選択する。最終的には本人や
ご家族の希望が優先されるが、介護職や医療職の方の助言も重要である。

・ 配 布
・ 説 明



実証研究(２)結果をもとにセミナーを開催〔上市後〕

・ケアマネタイムス記事(2022/10/12) ケアマネドットコム
https://i.care-mane.com/news/entry/RT2_seminar



実証研究（成果）の活用実績

製品の改良

商流の構築

パンフレット/リーフレットのコンテンツ

製品ホームページのコンテンツ

セミナーの開催

・定量的データ収集/分析、臨床的観点からのデータ収集/分析等の
科学的な検証により、各段階においてその成果を活用。

開発段階

上市段階

上市後



５.海外展開

AMED 令和4年度
『ロボット介護機器開発等推進事業（海外展開）』の採択を受けて実施

研究開発課題:移動支援ロボットの海外事業展開に関する研究開発
研究開発期間:令和4年12月～令和5年3月

具体的な弊社の取り組みは、

＞RT.2を、
＞デンマーク、スウェーデン、ドイツに展開するために、
＞（１） 対象国の市場の調査及びビジネス体制構築

（２） 対象国のニーズに合わせた商品作り
（３） 特許及び法規制、認証への対応
の３つの観点での調査研究を実施し、事業計画の具体化につなげる。

デンマーク スウェーデン ドイツ



調査結果の概要

■全体を通して
・電動アシストのニーズは存在する
・CEマーク取得は調査会社に依頼しても調査に半年程度かかる
・アフターサービス体制は各国の流通構造に合わせる必要あり

■デンマーク/スウェーデン
・採用は、製品を仕入れる自治体担当者がキーマン
・購入の意思決定者に訴求する販売促進方法が必要
・給付制度における流通ルートの違いに合わせる必要あり

■ドイツ
・個人購入のため価格への見方がシビア
・デザイン、軽量などの要求度が高い
・ユーザーは福祉用具ショップで選定購入

詳細は、
『在宅向けロボット介護機器海外展開支援 開発事業者のノウハウ集』
https://www.amed.go.jp/content/000113505.pdf



現地調査計画で苦労したこと

■日本からどうやってアポ取りしたら良い?
JETRO、紹介会社、研究者ネットワーク、
企業FBでコンタクト、街頭インタビュー

■実機を触って体験してもらわないと機器の良さが伝わらない
スーツケースに収納可能な組立式坂道を作製し、
現地で常時持って歩く



街頭インタビュー

スウェーデンで街頭インタビュー

■ユーザーの声

ショッピングモール入口のスロープで
RT.2を押してもらっているところ



可搬型組立式坂道

■実機デモ

坂道組立 坂道完成 坂道運搬

坂道収容
スーツケース

アシスト/ブレーキの
体験に坂道は必須!



ご清聴有難うございました。

お問い合わせ先

IR広報・渉外部
e-mail : contact@rtworks.co.jp

TEL : 06-6975-6650
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